
要　旨
　現在発行されている中級の日本語教科書類において、どのような副詞がどれほ

どの量取り上げられ扱われているか、その特徴や問題点について明らかにするた

め、11 種の中級日本語教材を対象に調査を行った。524 語の副詞語彙を抽出し、

それらについて『日本語教育のための基本語彙調査』、「中級用語彙―基本 4000 語

―」、「日本語 NAT-TEST・日本語学力テスト」の級設定、「日本語教育語彙表」な

どとの比較対照を行い、語彙のレベルを確認した。その結果、教科書全体として

は概ね中級レベルにふさわしい語彙が取り上げられていることが明らかになった。

一方、各教科書の間において取り上げられている副詞の共通性が低く、2種あるい

は 1種のみにしか取り上げられていない副詞の語数が特に多いこと、より重要度

の低いと思われる副詞語彙がそれらの中に特に多く含まれていること、などの問

題点が浮かび上がった。
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1　はじめに
　中級以上の日本語教育において、語彙の教育が重要な教授項目であることは論を俟
たない。中でも副詞は、名詞や動詞、形容詞などのように文の中核を構成する要素で
はないものの、表現内容を明確にし、豊かにし、伝達効果を高めるために欠かせない
ものであり、的確に理解し使用することが可能になるよう、中級以上の日本語教育の
中で力を入れるべきポイントの一つである。しかし、文型・文法などと比較すれば、
導入すべき副詞の範囲や量、あるいは導入の順序などについて、十分明確な規定やコ
ンセンサスがあるとは言いがたい。
　実際の中級以上の日本語教育の現場においては、扱う教科書あるいは生教材などの
中に出現する副詞語彙を取り上げ、その都度説明を加えて意味や用法を理解させ、ま
た必要に応じて文作成練習や問題演習などを行う、といった扱いとなることが通常で
あろう。その際、これは語彙一般にも言えることかもしれないが、中級における副詞
の導入・指導は、初級の日本語教育におけるそれと比較しても、現場でその都度使用
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される教材類に左右されるところが大きく、すなわち、教材に含まれる副詞について
は扱えるが、たまたま出現しない副詞については基本的には扱われない、ということ
になる。授業に教科書を使用した場合にどの程度までの副詞を導入することができる
のか、教科書を用いる側としてはあらかじめきちんと把握しておく必要があろう。そ
こで、現在発行されている教科書類において、どのような副詞が、どれほど扱われて
いるかを調査整理し、その特徴や問題点について明らかにしようというのが本稿の目
的である。

2　先行研究および調査方法
2.1　先行研究

　本稿に直接関わる先行研究としては、大関（1993）と朴（2019）が挙げられる。
　大関（1993）は、1963 年から 1992 年の間に発行された初級教科書 16 種および中・
上級教科書 8種を調査し、それらに取り上げられている副詞を抽出した上で考察を加
えている。初級教科書からは 208 例の副詞を、中・上級教科書からは 508 例の副詞を
抽出し、それらの特徴を分析した上で、副詞の指導のあり方についても触れている。
しかし、考察の主体となっているのは初級教科書に関する部分で、残念なことに中・
上級教科書から具体的にどのような副詞が抽出されたかについての記述がほぼない。
また、調査の対象となった教科書類の発行の時期も今から 30 年ほど前のものであるた
め、本研究では、大関（1993）で調査対象とされていない、比較的近年に発行された
教科書から主なものを選び、調査対象とする。大関（1993）の調査で初級教科書から
得られた副詞のリストについては具体的なものが挙げられているので、本稿第 4章で
改めて取り上げたい。
　朴（2019）は、初級の日本語教科書において取り上げられている副詞を調査し、大
関（1993）を参考にしながら、初級レベルにおけるそれら副詞の扱われ方について考
察している。近年の初級教科書では、情態副詞を取り上げることが増えたこと、陳述
副詞が特定の文型とともに取り上げられる場合が多いことなどとともに、「たいへん」
があまり扱われなくなったという点などについて具体的に述べられている。こちらも
初級の範囲に限られるが、具体的な副詞の調査結果をリストの形で挙げているため、
大関（1993）のリストと合わせ、本稿第 4章で比較しながら考察したい。

2.2　調査方法

　本研究における調査では、以下の調査資料、11 種 12 冊の中級日本語教科書から、索
引のあるものは索引を利用してそれぞれが扱っている副詞語彙を抽出した。教材によっ
ては索引等に品詞の記載のあるものがあり、その場合は基本的にそれに従ったが、い
わゆる連体詞は本研究の対象とはしなかった。また、「来年」「昨日」など時を表す名
詞類は副詞的な機能を有すると言えるが、こちらも今回の対象からは除いた。
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　さらに、抽出した副詞を、国立国語研究所（1984）『日本語教育のための基本語彙調査』
（以下、『基本語彙調査』とする）の表と対照し、『基本語彙調査』に「基本語六千」と
して挙げられている語との一致および、より基本的な「基本語二千」に認定されてい
る語との一致を調べた。抽出された副詞語彙については、次章で示す。

≪調査資料≫
『上級へのとびら コンテンツとマルチメディアで学ぶ日本語』（2009），くろしお出版

『新・中級から上級への日本語』（2012），ジャパンタイムズ

『新日本語の中級 本冊』（2000），スリーエーネットワーク

『中級日本語 上・下 新装改訂版』（2015），凡人社

『中級の日本語 改訂版』（2008），ジャパンタイムズ

『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 56 中級前期 第 2版』（2019），スリーエーネットワーク

『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 82 中級中期』（2009），スリーエーネットワーク

『テーマ別 中級から学ぶ日本語 三訂版』（2014），研究社

『ニューアプローチ中級日本語 基礎編 改訂版』（2002），日本語研究社

『ニューアプローチ中上級日本語 完成編』（2002），日本語研究社

『豊富な例文で学ぶ新中級日本語 第２版』（2017），ふくろう出版

3　調査結果
　調査の結果、抽出できた副詞は全体で 524 語である。
そのうち、11 種の教科書中 10 種以上の教科書に共通して現れる副詞は 1語も見られな
かった。最も多くの教科書に取り上げられていたのは、9種の教科書に共通して見られ
た「さらに」「すべて」の 2語であった。
　以下に、抽出された副詞すべてを、取り上げられている教科書数とともに挙げる。
なお、それぞれ（　）に語数を示し、その後の数字（％）は、抽出された総語数 524
語に対する割合である。
　また、『基本語彙調査』に「基本語六千」として挙げられている語と対照を行い、一
致したものについては太字で示すこととし、さらに、『基本語彙調査』において、より
基本的な「基本語二千」に認定されている語と一致したものについては＊印を付して
示す。

　11 種の教科書に取り上げられている副詞（524 語）は以下の通り。

教科書 9種に共通（2語：0.4％）

さらに，すべて
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教科書 8種に共通（1語：0.2％）

ただ＊

教科書 7種に共通（4語：0.8％）

さすが（に），たしかに，何となく，まったく＊

教科書 6種に共通（7語：1.3％）

実際（に）＊，つい，突然＊，どんどん＊，めったに，最も＊，やっぱり／やはり

教科書 5種に共通（22 語：4.2％）

いらいら，大いに，必ず＊，決して＊，実に，実は，すでに，せっかく＊，絶対（に）＊，
それぞれ（に）＊，たった，ついに＊，つまり＊，どうしても＊，特に＊，とても＊，なかな
か＊，再び，普段，別に＊，ますます＊，ようやく＊

教科書 4種に共通（39 語：7.4％）

あくまで（も），あちこち，あるいは＊，いかに，一応，一体，一旦，いまでは，おそらく，
かえって＊，かなり＊，仮に，結構＊，さっぱり，次第に，しっかり＊，じっと，徐々に，ずっ
と＊，そのうち，たちまち，ちゃんと＊，とうとう＊，どきどき，ともに，なるほど＊，何だか，
何とか，二度と，はじめて＊，はっきり＊，普通＊，ほとんど＊，本来，まさに，まるで＊，
もともと，やがて＊，わざわざ＊

教科書 3種に共通（58 語：11.1％）

あっさり，あまりに，改めて，いかにも，いつか＊，一斉に，いっぱい＊，いつまでも，
いまだに，いまや，いろいろ＊，主に，かつて，必ずしも，きちんと＊，きっと＊，急に＊，
きわめて，結局＊，しばらく＊，十分＊，真剣に，随分＊，すぐ＊，すっかり＊，その後，そ
れとも＊，大体，だいぶ＊，確か＊，たっぷり，たとえ，たとえば＊，だんだん＊，ちょうど＊，次々
に，どうも＊，どうやら，時には，どちらかといえば，とにかく＊，なにげなく，なにより，
なるべく＊，何と，何といっても，年々，のんびり，非常に＊，びゅーびゅー，ほぼ，前もっ
て，また＊，もしかしたら，もちろん＊，やっと＊，やや，わずか＊

教科書 2種に共通（137 語：26.1％）

相変わらず，あいにく，あらかじめ，ある程度，案外＊，いきなり，いくつか，以前＊，依
然として，いちいち，一度，一度に，一番＊，一見，一切，一層＊，いつのまにか，いまさら，
いままで，いよいよ，うまく，うんざり，おたがい，同じく，思い切って，思わず，および＊，
がらりと，完全に＊，気軽に，ぎゅっと，くすくす，ぐっすり，くよくよ，くれぐれも，現に，
ごく，ごちゃごちゃ，こつこつ，このあいだ＊，このように，こまめに，これから＊，これ
まで，こんなふうに，ざーざー，最初＊，盛んに＊，早急に，さっと，さまざま，しかし＊，
しかも＊，事前に，自然に／と＊，少々，じろじろ，真に，少なくとも，少しでも，すると＊，
すんなり，せいぜい，積極的に，全然＊，全部＊，そういえば，相当，そのため，そもそも，
大して＊，大変＊，大量に，絶えず，だが，互いに＊，多少，ただし，たぶん＊，たまたま，
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たまに＊，ちかごろ，直接＊，常に，できるだけ，どうか＊，同時に＊，当然＊，堂々と，特
別＊，ところが＊，ところで＊，どちらにしても，どっと，ともかく，中でも，仲良く，な
ぜか，何度も，熱心に＊，のちほど，果たして，ばたばた，ばったり，はらはら，ぱらぱ
ら，ばりばり，はるか（に），久しぶり＊，びっくり＊，必死に，頻繁に，無事に＊，ふと，
ぶらぶら，別々に，ぺらぺら，ほっと，ぽんぽん，まあ，まさか，まず＊，まだまだ，自ら，
むしろ，無理に＊，無理やり，もしも，やたらに，ゆったり，要するに，よく＊，よほど，
より，立派に＊，わくわく，割に

教科書 1種のみ（254 語：48.5％）

明らかに，あたかも，あっという間に，あてもなく，あとからあとから，あとは，あまり，
新たに，あんな風に，案の定，いい加減に，言うなれば，言うまでもなく，いかが＊，以後＊，
いずれ，いずれにしても，いずれにしろ，一律，一回，一気に，一向に，いつごろ，一緒に＊，
否，いまごろ，いまでも，いまどき，いまのところ，いままさに，いやいや，以来，いわば，
うっかり＊，うとうと，生まれつき，生まれながらに，うるうる，うろうろ，多く，大勢＊，
おって，思い切り，かかさず，確実に＊，格段に，数多く，がっかり＊，がばっと，がみがみ，
がやがや，からっと，かるく，がんがん，かんかんに，きーきー，毅然と，決まって，ぎゃー
ぎゃー，きりきり，ぎりぎり，きわだって，近年，ぐうぐう，くっきり，ぐったり，ぐん
ぐん，ぐんと，結果的に，結果として，げらげら，厳格に，厳然として，こう＊，こうい
うふうに，効果的に，こうして，効率よく，荒涼と，刻一刻，ごくごく（と），こそこそ，刻々と，
こってり，殊に，このたび，このぶんでは，このようにして，個別に，ごぼごぼ，こんなに，
最低，再度，先ほど，さぞ，早速＊，さて，さほど，さらさら，ざらざら，さらなる，しー
んと，視覚的に，しくしく，自信満々に，したがって＊，じっくり，自動的に，しとしと，
四方八方，しみじみ（と），じめじめ，集中的に，従来，順々に，順調に，しょっちゅう，
真摯に，迅速に，ずきんと，少し＊，少しも，すっきり，ずばぬけて，すべすべ，すやす
やと，すらりと，ずらりと，正式に，世界一，せかせか，ぜひ，せめて，相応に，そうか
といって，総じて，即座に，そこそこ，そこで＊，そっけなく，そっと，そのころ，粗末に，
そよそよ，それから＊，それに，それにしても，それほど，そんなに，たかだか，だから
こそ，たくさん＊，ただいま，ただただ，だって，たびたび＊，段階的に，ちなみに，着実に，
直前，通常，つねづね，つまるところ，つるつる，適当に＊，てきぱきと，できれば，てっ
きり，どうせ，とうてい，どーん，どきっと，どぎまぎ，とっくに，とはいえ，ともあれ，
とやかく，とりあえず，とりわけ，どれだけ，どんなに，なお，なおさら，なぜなら，な
ぜならば，なにがしか，なにしろ，なにも，なにもかも，なんか，何度か，何とも，難なく，
にこにこ＊，にっこり，にやにや，にょきにょき，ねばねば，念のため，のちに＊，のびのび，
のらりくらり，ばらばら，はるばる，判然と，反対に＊，びくびく，日頃，ひたすら，ぴっ
たり，人一倍，日増しに，びりびり，ぴんぴん，ひんやり，ぶすっと，ふらふら，古くは，
平然と，ぼそぼそと，ぽつりと，ほどほどに，ほのぼのと，ぼろぼろ，まあまあ，まこと
に，まずは，または＊，間違いなく，間もなく，万一，万が一，妙に，むずむず，夢中で＊，
むっと，むやみに・と，無論，銘々，めっきり，もうすぐ，黙々と，文字通り，目下，もっ
ぱら，唯一，ゆえに，ゆっくり＊，夢にも，要は，ろくに，わいわい，わざと，割合＊

　まず全体を概観して、教科書 2種に共通、および教科書 1種のみに取り上げられた
副詞の数がきわめて多いことが特徴として挙げられる。この部分に含まれる副詞の数
（異なり）だけで全体の約 4分の 3を占めていることになる。
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　次に、『基本語彙調査』との重なりの割合は、全体で 55.3％であった。そのうち、2
種以上の教科書に取り上げられた語について『基本語彙調査』との重なりを見ると、
270 語中 203 語の一致で、その割合は 75.2％であった。
　3種以上の教科書の語に限って重なりを見ると、133 語中 113 語が一致しており、そ
の割合は 85.0％と高い値を示している。全体的には、より基本的で、かつ重要度の高
い副詞語彙が、中級教科書全体として多く取り上げられ扱われていることがわかる。
一方で、1種の教科書のみにしか現れなかった副詞について『基本語彙調査』との重な
りを見てみると、254 語中 86 語の一致で、割合は 33.9％と、高くない。このことから、
1種の教科書にしか現れない副詞は、教科書編纂者が中級レベルの学習者に対して語彙
の導入を意図して取り上げた副詞語彙というよりは、生の文章を教科書に用いたりし
た際に偶然取り上げられたものが多く含まれているのではないかと予想される。
　ただ、1種のみに取り上げられた副詞の中でも、一語一語を見てみると基礎語彙に
含まれている語句と重なっているものも少なからず存在する。＊印のついた「基本語
二千」に認定されている語として、

いかが、以後、一緒に、うっかり、大勢、確実に、がっかり、こう、早速、したがって、

少し、それから、たくさん、たびたび、適当に、にこにこ、のちに、反対に、または、

夢中で、ゆっくり、割合

などのような語句が含まれており、また「基本語六千」の範囲の語の中には、
明らかに、いい加減に、一向に、いわば、うろうろ、がっかり、しみじみ（と）、

せめて、どうせ、とっくに、とりあえず、なお、万一、妙に、無論、銘々、唯一、

ろくに

など、初級レベルでは取り上げられにくく、中級でこそ導入すべきと思われる副詞も
含まれている。このような語については、教科書 1種のみではなく様々な教科書で共
通して取り上げられることが望ましいと言える。

4　初級日本語教科書の副詞との比較
　ここで、初級日本語教科書の副詞との比較を見てみることにする。
　初級の日本語教科書の副詞に関して、大関（1993）の 16 種教科書の調査によれば、
考察対象として抽出された副詞 208 語のうち、教科書 16 種すべてに共通する語は 1語
あり、15 種、14 種に共通する語はそれぞれ 6語存在したということである。また、朴
（2019）の初級教科書 11 種の調査によれば、考察対象として抽出された副詞 206 語の
うち、教科書 11 種すべてに共通する語が 14 語、10 種に共通する語が 7語存在したと
いう結果が出されている。それぞれの調査の結果を表にすると次ページ表 1の通りで
ある。
　初級教科書においてもやはり、1種のみで取り上げられている副詞の異なり語数が最
も多くなってはいるが、上述のように、いずれの初級教科書の調査においても、調査
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した教科書すべてに共通して取り上げられる副詞が一定数あり、中級教科書の状況と
はいささか異なっている。試みに、朴（2019）の調査結果について、11 種教科書の約
半数、6種以上の初級教科書に共通する語をカウントしてみると 63 語となり、全体の
30.6％にあたる。

表 1　初級教科書間で共通して取り上げられている副詞の数
大関（1993） 朴（2019）

語数 割合 語数 割合
16 種 1 0.5％
15 種 6 2.9％
14 種 6 2.9％
13 種 8 3.8％
12 種 3 1.4％
11 種 8 3.8％ 14 6.8％
10 種 4 1.9％ 7 3.4％
9 種 6 2.9％ 8 3.9％
8 種 2 1.0％ 11 5.3％
7 種 4 1.9％ 10 4.9％
6 種 6 2.9％ 13 6.3％
5 種 6 2.9％ 6 2.9％
4 種 16 7.7％ 18 8.7％
3 種 17 8.2％ 27 13.1％
2 種 22 10.6％ 19 9.2％
1 種 91 43.8％ 73 35.4％
合計 208 100.0％ 206 100.0％

（大関（1993）、朴（2019）の調査結果をもとに松本が作成）

　これに対し、本稿の中級教科書 11 種の調査結果から、同様に 6種以上の教科書に共
通して見られる副詞の語数をカウントすると、14 語であった（3章を参照）。全体 524
語に対する割合はわずかに 2.7％に過ぎず、中級では、扱われる副詞の、各教科書の間
における異なりの幅が初級の場合よりもはるかに大きく、教科書間での共通性がかな
り低いことがわかる。
　なお、今回の調査で中級教科書に取り上げられていた副詞の中で、初級教科書の副
詞についての上記二つのリストのいずれか一方または両方に挙がっていた副詞は、185
語であった。

5　語彙のレベル
5.1　「中級用語彙―基本 4000 語―」および『１万語語彙分類集』基準との対照

　3章では、本研究の調査で得られた中級教科書の副詞が、比較的高い割合で『基本語
彙調査』の語彙と重なっていることを述べた。それでは、それら中級教科書に見られ
る副詞語彙のレベルは、どの程度であろうか。
　まず、玉村（2003）「中級用語彙―基本 4000 語―」との重なりを見る。玉村（2003）
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は「中級段階の必須語彙を想定」して 4000 語を選定し、語彙表として作成されたもので、
その語彙レベルは、旧日本語能力試験の 3級と 2級との中間段階に位置するものと説
明されている。それとの対象の結果、本稿の調査で抽出された 524 語中、玉村（2003）
の語彙表に挙げられているものは 186 語、割合にして 35.5％の重なりが見られた（表 2）。
　続いて、専門教育出版日本語NAT-TEST・日本語学力テスト運営委員会編著（2014）『新
訂 品詞別・１級～５級別 １万語語彙分類集』（以下、『１万語語彙分類集』とする）と
の対照も行った。『１万語語彙分類集』は、日本語能力試験のＮ1～Ｎ5の5階級を参考に、
「日本語 NAT-TEST」「日本語学力テスト」の資料として独自に語彙を 1～ 5 級に段階
付けし、品詞別および階級別に表の形にしたものであるが、この中で、初級に相当す
る 4級～ 5級の副詞は 83 語、中級に相当する 2級～ 3級の副詞は 272 語、挙げられて
いる。それらとの対照の結果、本稿の調査で抽出した 524 語の副詞のうち、『１万語語
彙分類集』で 2級および 3級にランクされている語は合計で 178 語あり、524 語に対す
る割合は 34.0％であった。4級および 5級の語は合計で 48 語あり、同じく割合は 9.1％
であった（表 3）。

表 2　玉村（2003）「中級用語彙―基本 4000 語―」との対照
語数 割合

「中級用語彙」に共通する副詞 186 35.5％

表 3　『１万語語彙分類集』との対照
語数 割合

１万語語彙分類集 1 級に該当する副詞 81 15.5％
１万語語彙分類集 2 級に該当する副詞 107

178
20.4％

34.0％
１万語語彙分類集 3 級に該当する副詞 71 13.6％
１万語語彙分類集 4 級に該当する副詞 30

48
5.7％

9.1％
１万語語彙分類集 5 級に該当する副詞 18 3.4％

　本稿の調査で抽出した 524 語の副詞の中に、上記 2種の語彙表において中級とされ
る副詞が含まれるその割合は、いずれの資料についても 3割台半ばと、近い値を示し
ている。『１万語語彙分類集』で見ると、1級とされている副詞も 15.5％を占めており、
上記 2種の語彙表に見られなかった語彙については措くとして、少なくとも中級およ
び上級と認められる副詞語彙が半数以上含まれていることになる。

5.2　「日本語教育語彙表」との対照

　ここでさらに、「日本語教育語彙表 ver1.0」（http://jhlee.sakura.ne.jp/JEV.html）（以
下、「日本語教育語彙表」とする）を利用し、比較対照を行ってみることにする。この
語彙表は、「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」や日本語教科書のコーパス（非
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公開）の語彙調査によって選定された 17,920 項目の見出し語からなり、品詞の区別の
ほか、語彙のレベルについても初級前半・後半、中級前半・後半、上級前半・後半と 6
段階の難易度に分けて記載がある。
　この語彙表と対照した結果、重なりのあった副詞は 524 語のうち 389 語であった。
そのうち、表 4に示す通り、「日本語教育語彙表」で初級前半とされる副詞は 4語、初
級後半とされる副詞は 22 語、合計 26 語で、総数 524 語に対するその割合は 5.0％にと
どまった。中級を見ると、中級前半レベルとされる副詞は 84 語、中級後半とされる副
詞は最も多く 193 語見られ、合計で 277 語となり、割合は 52.8％となった。上級とさ
れる語は、上級前半 84 語、上級後半 2語、合計 86 語、割合にして 16.4％を占めてい
ることがわかった。

表 4　「日本語教育語彙表」との対照

語数 割合
初級前半 4

26
0.8％

5.0％
初級後半 22 4.2％
中級前半 84

277
16.0％

52.8％
中級後半 193 36.8％
上級前半 84

86
16％

16.4％
上級後半 2 0.4％

　表 2、表 3の結果と比較すると、中級、特に中級後半とされる語彙の割合がより高く
なっていることがわかる 1。「日本語教育語彙表」は全体の項目数が 1万 8000 弱と大量
のため、それだけ一致する副詞語彙も多く、524 語のうち 389 語、割合にして 74.2％の
副詞 2 がこの語彙表に載せられていることが確認されたが、524 語全体で見れば半数以
上、一致した語彙 389 語に対する比率では 7割を超える副詞語彙が、この語彙表で中
級段階の語彙と判定されている副詞であった。
　表 2、表 3、表 4を眺めてみると、現行の中級日本語教科書に見られる副詞語彙には、
中級レベルの語彙を中心にしつつ、一定数の上級および初級語彙が取り上げられてい
るという状況が見える。中級教科書とはいえ、より高度な表現を目指すという意味で
も上級の語彙がしばしば出現することはあり得るし、一方で、より基礎的な初級段階
の副詞が一定数含まれることは、表現のまさに基礎をなす部分として当然必要である
から、教科書全体として副詞語彙がこのようなレベル分布となっているのは、中級の
教材として概ね妥当な形を示しているものと考えてよいであろう。
　ただ、これはあくまで教科書 11 種の全体をとらえたものであり、教科書それぞれを
個別に見ると、その傾向は教科書によって当然異なる。また、『１万語語彙分類集』で
1級に該当する副詞が 81 語見られたのであるが、そのうち 54 語は、1種の教科書のみ
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に取り上げられている語のグループに含まれている。さらに、1種の教科書のみの語に
は、旧日本語能力試験基準における、いわゆる「級外」の語が 254 例中 179 例含まれ
てもいる。おそらくは教科書で扱われる文章や例文等の主題や内容、出典などに影響
されて、それぞれの教科書に偶然 1例ずつ取り上げられる語彙が結果的に多くなった
ものであると思われる。

6　おわりに
　ここまで、中級日本語教科書に取り上げられた副詞について見てきた。その結果、
各教科書の間で共通して取り上げられている副詞の数量が、初級教科書などと比較し
ても非常に少なく、教科書によって扱われている副詞にかなり異なりがあることが捉
えられた。と同時に、3種以上の教科書に共通して取り上げられている副詞については、
その多くが『基本語彙調査』に挙げられている、比較的重要な副詞語彙であることも
確認された。また前章では、「中級用語彙―基本 4000 語―」、『１万語語彙分類集』に
おける基準、いずれとの対照においても、中級教科書に中級相当の副詞語彙が 3割か
ら 4割程度あるいはそれ以上取り上げられ扱われていることが示され、「日本語教育語
彙表」との対照では、中級相当の副詞語彙がさらに多く半数以上取り上げられている
ことが確認された。
　今回、11 種の中級教科書から 524 の副詞語彙を取り出すことができたが、実は『基
本語彙調査』に挙げられている副詞であり且つ『１万語語彙分類集』2～ 3級相当の語
句の中で、本稿の調査においてどの中級教科書の中にも見られなかったものがあった。
以下の 52 語である。

生き生きと，一瞬，一生，一方，今に，うんと，およそ，がたがた，かわるがわる，ぎっしり，
ぎゅうぎゅう，きらきら，偶然，くしゃくしゃ，ぐずぐず，ぐらぐら，こっそり，幸い，さっ
さと，ざっと，しきりに，始終，正直，すっと，すらすら，せっせと，第一，大層，大部分，
ただちに，単に，ついでに，どうにか，当分，とっさに，内心，何か，のろのろ，はっと，
ぱっと，比較的，ぴかぴか，ぴたり，ひとまず，ひとりでに，ぶるぶる，ふわふわ，ぺこ
ぺこ，まして，みな／みんな，もしかすると，余計

　これらの副詞は、初級教科書には現れにくい副詞である。できるだけ中級教科書で
取り上げ学習させるべき副詞語彙ということになろう。今後は、これらのような語も
含め、さらにオノマトペの扱い方なども視野に入れつつ、中級で扱うべき副詞とはど
のようなものかについて精査を加えることが重要であるし、扱う際の、各語の間の優
先順位等についても考えていく必要がある。
　「中級」に含まれる語彙・文法その他の教授項目は非常に広範であるから、その全体
を一冊の教科書でカバーすることはとうてい不可能であり、総合教科書を用いて一学
期間授業を行う基幹科目などの中で導入できる副詞の数量も限定的である。実際の現
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場では技能別科目等とも連携をとりつつ、読解教材や作文演習など通じて副詞及びそ
の他の語彙についても効果的な導入を図ることが課題になるであろう。
　何より、教科書を作成するにあたっては、中級の導入用・中級前半・中級後半・中
上級など、学習段階に応じ教科書ごとの目的に合わせ、副詞などの語彙の選定を行わ
なければならない。文型・文法を効率よく導入するよう工夫することと合わせて、本
稿で見てきたような副詞等を含む語彙全体について、その量・難易度・提出順などに
十分配慮し、効率的な導入が図れる教材となるよう、工夫することが求められる。基
本的な語彙であり、同時に中級以上での日本語の使用およびそのための学習に必要な
副詞語彙というものを選んで、教科書に取り上げることが重要であろう。
　今回の調査は、現行教科書に見られる副詞の範囲にとどまったが、今後は、名詞・動詞・
形容詞なども含め広い範囲の語彙についても検討していきたい。

注
 1 3 章で触れた『基本語彙調査』との重なりの多さから考えると、中級の前半に該当する

語彙は意外に少なく中級後半の比率が高く出ている印象がある。どういった要因があ

るのか、今後の課題として調査を進めたい。

 2 「日本語教育語彙表」では品詞の判定に UniDicが用いられており、その判定によれば、

副詞とされているもののほかに、副詞可能、形状詞などと記載されているものも一部

あるが、それらも含めた。
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資料　中級教科書に取り上げられている副詞（524 語）
※「教科書数」は、今回の調査で共通して取り上げていた教科書の種類の数
※「基本語彙調査」欄の○印は「基本語六千」、＊印は「基本語二千」の語
※「１万語語彙分類集基準」欄の数字は 1級～ 5級までの段階を示す
※「日本語教育語彙表」欄の数字 1～ 6は、順に初級前半、後半、中級前半、後半、上級前半、後半、を示す
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級
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初
級
リ
ス
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各教科書の
副詞語数 59 92 44 151 39 89 59 123 130 125 154

相変わらず ◎ ◎ 2 ○ 2 5 ○ ○
あいにく ◎ ◎ 2 ○ 5 ○
明らかに ◎ 1 ○ ○ 4
あくまで（も） ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 1 5
あたかも ◎ 1 1 6
あちこち ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 3
あっさり ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 4
あっという間に ◎ 1
あてもなく ◎ 1
あとからあとから ◎ 1
あとは ◎ 1
あまり ◎ 1 ○ ○ 5 2 ○ ○
あまりに（も） ◎ ◎ ◎ 3
あらかじめ ◎ ◎ 2 ○ 2 4 ○
新たに ◎ 1 ○ 4
改めて ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 4
あるいは ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4
ある程度 ◎ ◎ 2
案外 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2 4
あんな風に ◎ 1
案の定 ◎ 1 1 5
いい加減に ◎ 1 ○ 3
言うなれば ◎ 1
言うまでもなく ◎ 1
いかが ◎ 1 ＊ ○ 4 3
いかに ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1 5
いかにも ◎ ◎ ◎ 3 ○ 1 5
いきなり ◎ ◎ 2 ○ 3 4
いくつか ◎ ◎ 2 ○ 3
以後 ◎ 1 ＊ ○ 4
いずれ ◎ 1 ○ 1 5 ○
いずれにしても ◎ 1
いずれにしろ ◎ 1
以前 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
依然として ◎ ◎ 2 ○ 1 4
いちいち ◎ ◎ 2 ○ 2 5
一応 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 2 4 ○ ○
一度 ◎ ◎ 2 2 ○
一度に ◎ ◎ 2 ○ 2 4
一番 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 5 1 ○ ○
一律 ◎ 1 4
いつか ◎ ◎ ◎ 3 ＊ 4 ○
一回 ◎ 1
一気に ◎ 1 1 4
一見 ◎ ◎ 2 1 4
一向に ◎ 1 ○ 1 5
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いつごろ ◎ 1
一切 ◎ ◎ 2 ○ ○ 1 4 ○
一緒に ◎ 1 ＊ ○ 5 2 ○
一斉に ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 4
一層 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2 4 ○ ○
一体 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 1 3 ○ ○
一旦 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4
いつのまにか ◎ ◎ 2 ○ 2
いっぱい ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 2 ○ ○
いつまでも ◎ ◎ ◎ 3 ○ 3
いな ◎ 1
今ごろ ◎ 1 ○ 4
今さら ◎ ◎ 2 ○ 2 5
いまだに ◎ ◎ ◎ 3 4
いまでは ◎ ◎ ◎ ◎ 4
いまでも ◎ 1
いまどき ◎ 1 4
いまのところ ◎ 1 4
いままさに ◎ 1 4
いままで ◎ ◎ 2 ○ 3
いまや ◎ ◎ ◎ 3 5
いやいや ◎ 1 ○ ○ 1 4
いよいよ ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4 ○ ○
以来 ◎ 1 ○ ○ 3
いらいら ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ 3 3 ○
いろいろ ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 5 2 ○ ○
いわば ◎ 1 ○ 1 5
うっかり ◎ 1 ＊ ○ 2 4 ○ ○
うとうと ◎ 1 1 4
うまく ◎ ◎ 2
生まれつき ◎ 1 ○ 1
生まれながらに ◎ 1
うるうる ◎ 1
うろうろ ◎ 1 ○ 2 4
うんざり ◎ ◎ 2 1 5
大いに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ 2 4 ○
多く ◎ 1 ○ ○ 3 3
大勢 ◎ 1 ＊ ○ 3 ○
おそらく ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 2 4 ○ ○
おたがい ◎ ◎ 2
おって ◎ 1
同じく ◎ ◎ 2 4
思い切って ◎ ◎ 2
思い切り ◎ 1 ○ 2 4 ○
主に ◎ ◎ ◎ 3 2 4 ○
思わず ◎ ◎ 2 ○ 2
および ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4
かえって ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 2 4 ○ ○
かかさず ◎ 1
確実に ◎ 1 ＊ 4
格段に ◎ 1 5
数多く ◎ 1
がっかり ◎ 1 ＊ ○ 3 4
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かつて ◎ ◎ ◎ 3 ○ 1 4
必ず ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 4 3 ○ ○
必ずしも ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 2 4 ○
かなり ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4 4 ○ ○
がばっと ◎ 1
がみがみ ◎ 1 4
がやがや ◎ 1 1 ○
からっと ◎ 1 4 ○
がらりと ◎ ◎ 2 1 5 ○
仮に ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 1 4
かるく ◎ 1
がんがん ◎ 1 1 5
かんかんに ◎ 1 1 5
完全に ◎ ◎ 2 ＊ 3 4
きーきー ◎ 1
気軽に ◎ ◎ 2 ○ 4
毅然と ◎ 1 5
きちんと ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 3 ○ ○
きっと ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 3 ○ ○
決まって ◎ 1
ぎゃーぎゃー ◎ 1 ○
急に ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 3 ○
ぎゅっと ◎ ◎ 2 4
きりきり ◎ 1
ぎりぎり ◎ 1 3 4
きわだって ◎ 1
きわめて ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 1 5
近年 ◎ 1 4
ぐうぐう ◎ 1 4 ○
くすくす ◎ ◎ 2 4
くっきり ◎ 1 1 4
ぐっすり ◎ ◎ 2 ○ 3 3
ぐったり ◎ 1 2 4
くよくよ ◎ ◎ 2 1 4
くれぐれも ◎ ◎ 2 1 5 ○
ぐんぐん ◎ 1 4
ぐんと ◎ 1 5
結果的に ◎ 1 4
結果として ◎ 1
結局 ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 2 4 ○ ○
結構 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ 4 3 ○
決して ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 3 ○ ○
げらげら ◎ 1 2 5
厳格に ◎ 1 5
厳然として ◎ 1 5
現に ◎ ◎ 2 1 5
こう ◎ 1 ＊ ○ 4 2 ○
こういうふうに ◎ 1
効果的に ◎ 1 4
こうして ◎ 1 ○ 2
効率よく ◎ 1
荒涼と ◎ 1
ごく ◎ ◎ 2 ○ ○ 1
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刻一刻 ◎ 1
ごくごく（と） ◎ 1 4
こそこそ ◎ 1 1 4
ごちゃごちゃ ◎ ◎ 2 4
刻々と ◎ 1 5
こつこつ ◎ ◎ 2 ○ 1 4
こってり ◎ 1 5
殊に ◎ 1 ○ 1 4
このあいだ ◎ ◎ 2 ＊ ○
このたび ◎ 1 4
このぶんでは ◎ 1
このように ◎ ◎ 2
このようにして ◎ 1
個別に ◎ 1 1 4
ごぼごぼ ◎ 1
こまめに ◎ ◎ 2
これから ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4 1
これまで ◎ ◎ 2 3
こんなに ◎ 1 ○ 3 2 ○
こんなふうに ◎ ◎ 2
ざーざー ◎ ◎ 2 2
最初 ◎ ◎ 2 ＊ 3
最低 ◎ 1 ○ 3
再度 ◎ 1 1 4
盛んに ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4
先ほど ◎ 1 ○ ○ 3 4 ○ ○
さすが（に） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7 ○ ○ 2 4 ○
さぞ ◎ 1 1
早急に ◎ ◎ 2 5
早速 ◎ 1 ＊ 2 4 ○ ○
さっと ◎ ◎ 2 ○ 1 4
さっぱり ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 3 4 ○ ○
さて ◎ 1 ○ ○ 3 4
さほど ◎ 1 1 5
さまざま ◎ ◎ 2 ○ ○ 4
さらさら ◎ 1 1 5
ざらざら ◎ 1 ○ 2 5
さらなる ◎ 1
さらに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9 ○ ○ 3 4 ○
しんと ◎ 1 2
視覚的に ◎ 1
しかし ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2
しかも ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4
しくしく ◎ 1 1 5 ○
自信満々に ◎ 1
事前に ◎ ◎ 2 4
自然に／と ◎ ◎ 2 ＊ 1 3
次第に ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 2 4 ○
したがって ◎ 1 ＊ ○
しっかり ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 3 3 ○ ○
じっくり ◎ 1 1 4
実際（に） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ＊ 3 4 ○ ○
じっと ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 2 4 ○ ○
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実に ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ ○ 2 4 ○
実は ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ ○ 3 3 ○ ○
自動的に ◎ 1 3 ○
しとしと ◎ 1 1 5
しばらく ◎ ◎ ◎ 3 ＊ 4 4 ○ ○
四方八方 ◎ 1 5
しみじみ（と） ◎ 1 ○ 1
じめじめ ◎ 1 2 4
集中的に ◎ 1
十分 ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 3 ○
従来 ◎ 1 ○ ○ 5
順々に ◎ 1 ○ 4
順調に ◎ 1 ○ 4
少々 ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 3 ○ ○
徐々に ◎ ◎ ◎ ◎ 4 3 4 ○
しょっちゅう ◎ 1 ○ 2 4
じろじろ ◎ ◎ 2 2 4 ○ ○
真剣に ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 4 ○
真摯に ◎ 1
迅速に ◎ 1 5
真に ◎ ◎ 2
随分 ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 4 ○ ○
ずきんと ◎ 1
すぐ（に） ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 5 2 ○ ○
少なくとも ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 ○
少し ◎ 1 ＊ ○ 5 2 ○ ○
少しでも ◎ ◎ 2
少しも ◎ 1 ○ 3 3 ○ ○
すっかり ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 3 ○ ○
すっきり ◎ 1 ○ 3 4 ○
ずっと ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4 2 ○ ○
すでに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ 2 4 ○
ずばぬけて ◎ 1
すべすべ ◎ 1 2
すべて ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9 ○ ○ 3 3 ○
すやすやと ◎ 1 2 5 ○
すらりと ◎ 1 5
ずらりと ◎ 1 2 5
すると ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
すんなり ◎ ◎ 2 1 5
正式に ◎ 1 ○ ○ 4
せいぜい ◎ ◎ 2 ○ 1 5
世界一 ◎ 1
せかせか ◎ 1 1
せっかく ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 4 ○ ○
積極的に ◎ ◎ 2 ○ ○ 4 ○
絶対（に） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 3 ○ ○
ぜひ ◎ 1 ○ ○ 4 3 ○ ○
せめて ◎ 1 ○ ○ 1 4
全然 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 5 2 ○ ○
全部 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 5 2
そういえば ◎ ◎ 2
相応に ◎ 1 5
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そうかといって ◎ 1
総じて ◎ 1 5
相当 ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4
即座に ◎ 1 1 5
そこそこ ◎ 1 4
そこで ◎ 1 ＊ ○ 3
そっけなく ◎ 1
そっと ◎ 1 ○ ○ 2 4 ○ ○
そのうち（に） ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4
その後 ◎ ◎ ◎ 3
そのころ ◎ 1 4
そのため ◎ ◎ 2 3
粗末に ◎ 1 ○ ○ 5
そもそも ◎ ◎ 2 1 5
そよそよ ◎ 1 ○
それから ◎ 1 ＊ ○ 2
それぞれ（に） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 3 ○
それとも ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3
それに ◎ 1 ○ 3
それにしても ◎ 1
それほど ◎ 1 4 4 ○
そんなに ◎ 1 ○ 4 3 ○
大して ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2 4
大体 ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 4 ○ ○
だいぶ ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 3 ○ ○
大変 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2 2 ○ ○
大量に ◎ ◎ 2 ○ ○ 4
絶えず ◎ ◎ 2 ○ 2
だが ◎ ◎ 2 ○ 4
互いに ◎ ◎ 2 ＊ ○ 2 4 ○ ○
たかだか ◎ 1 6
だからこそ ◎ 1
たくさん ◎ 1 ＊ ○ 5 2 ○ ○
確か ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 3 ○ ○
確かに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7 ○ ○
多少 ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4 ○
ただ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8 ＊ ○ 3 3 ○
ただいま ◎ 1 ○ ○ 2 2
ただし ◎ ◎ 2 ○ ○ 4
ただただ ◎ 1
たちまち ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 1
たった ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ 3 ○
だって ◎ 1 ○ 4
たっぷり ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 2 4 ○
たとえ ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 2 4 ○ ○
たとえば ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 ○ ○
たびたび ◎ 1 ＊ ○ 2 4 ○ ○
たぶん ◎ ◎ 2 ＊ ○ 5 2 ○ ○
たまたま ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 4
たまに ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 3 ○ ○
段階的に ◎ 1
だんだん ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 5 3 ○ ○
ちかごろ ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 4
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ちなみに ◎ 1 4
着実に ◎ 1 5
ちゃんと ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 3 3 ○ ○
ちょうど ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 5 3 ○ ○
直接 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 3 ○ ○
直前 ◎ 1 4
つい ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 2 4 ○ ○
ついに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 4 ○
通常 ◎ 1 ○ ○ 4
次々に ◎ ◎ ◎ 3 ○ 3 3
つねづね ◎ 1 5
常に ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4
つまり ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 2 4 ○
つまるところ ◎ 1
つるつる ◎ 1 3 4
適当に ◎ 1 ＊ ○ 3
てきぱきと ◎ 1 1 4
できるだけ ◎ ◎ 2 ○ 4 3 ○
できれば ◎ 1 ○
てっきり ◎ 1 1 5
どうか ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 3 ○ ○
どうしても ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 ○
同時に ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 3 ○
どうせ ◎ 1 ○ 2 4
当然 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 3
とうてい ◎ 1 ○ ○ 1 5 ○
とうとう ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 3 4 ○ ○
堂々と ◎ ◎ 2 ○ 1 4
どうも ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 2 ○ ○
どうやら ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 5 ○
どーん ◎ 1
どきっと ◎ 1 2
どきどき ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 3 3
時には ◎ ◎ ◎ 3 ○ 1 4
どぎまぎ ◎ 1 5
特に ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 4 3 ○ ○
特別 ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4 3 ○
ところが ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
ところで ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
どちらかといえば ◎ ◎ ◎ 3
どちらにしても ◎ ◎ 2
とっくに ◎ 1 ○ 2
突然 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ＊ ○ 3 4 ○ ○
どっと ◎ ◎ 2 ○ 1 4 ○
とても ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 5 1 ○ ○
とにかく ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 2 4 ○ ○
とはいえ ◎ 1
ともあれ ◎ 1 5
ともかく ◎ ◎ 2 ○ 2 5
ともに ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ ○ 2 4 ○
とやかく ◎ 1 5
とりあえず ◎ 1 ○ 2 4
とりわけ ◎ 1 1 5
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どれだけ ◎ 1
どんどん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ＊ ○ 3 3 ○ ○
どんなに ◎ 1 ○ 3 1 ○
なお ◎ 1 ＊ ○ 2 4
なおさら ◎ 1 ○ 1 4
中でも ◎ ◎ 2 4
なかなか ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 4 4 ○ ○
仲良く ◎ ◎ 2 ○
なぜか ◎ ◎ 2
なぜなら ◎ 1 ○
なぜならば ◎ 1 ○
なにがしか ◎ 1
なにげなく ◎ ◎ ◎ 3
なにしろ ◎ 1 ○ 1 5 ○
なにも ◎ 1 2 2 ○
なにもかも ◎ 1
なにより ◎ ◎ ◎ 3 2 4
なるべく ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 4 ○ ○
なるほど ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 3 ○
なんか ◎ 1 ○
何だか ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4 ○
何と ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 4
何といっても ◎ ◎ ◎ 3
何とか ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4 ○
何度か ◎ 1
何となく ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7 ○ 2 ○
何とも ◎ 1 1 4
何度も ◎ ◎ 2 ○
難なく ◎ 1 1
にこにこ ◎ 1 ＊ 3 4 ○
にっこり ◎ 1 2 5
二度と ◎ ◎ ◎ ◎ 4 3 4
にやにや ◎ 1 2 5
にょきにょき ◎ 1
熱心に ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
ねばねば ◎ 1 1 4
年々 ◎ ◎ ◎ 3 2 4 ○
念のため ◎ 1
のちに ◎ 1 ＊ 3
のちほど ◎ ◎ 2 ○ ○
のびのび ◎ 1 1 5
のらりくらり ◎ 1
のんびり ◎ ◎ ◎ 3 ○ 3 4 ○
はじめて ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 5 2 ○ ○
果たして ◎ ◎ 2 ○ 2 4
ばたばた ◎ ◎ 2 5 ○
はっきり（と） ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4 3 ○ ○
ばったり ◎ ◎ 2 ○ 2
はらはら ◎ ◎ 2 1 4 ○
ばらばら ◎ 1 ○ 3 4
ぱらぱら ◎ ◎ 2 5
ばりばり ◎ ◎ 2 5
はるか（に） ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 5
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はるばる ◎ 1 ○
判然と ◎ 1
反対に ◎ 1 ＊ ○ 3 ○
びくびく ◎ 1 1 4
日頃 ◎ 1 ○ 2 5
久しぶり ◎ ◎ 2 ＊ ○
非常に ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 3 4 ○ ○
ひたすら ◎ 1 1 5
びっくり ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 ○
必死に ◎ ◎ 2 ○ 2 4
ぴったり ◎ 1 ○ ○ 3 4 ○
人一倍 ◎ 1
日増しに ◎ 1 1
びゅーびゅー ◎ ◎ ◎ 3
びりびり ◎ 1 1 4
頻繁に ◎ ◎ 2 5
ぴんぴん ◎ 1 1
ひんやり ◎ 1
無事に ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 ○
ぶすっと ◎ 1
再び ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ ○ 2 4 ○
普段 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ○ 2 4 ○
普通 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4 3 ○ ○
ふと ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4
ふらふら ◎ 1 ○ 3 4
ぶらぶら ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 4 ○
古くは ◎ 1 4
平然と ◎ 1 4
別に ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 3 ○ ○
別々に ◎ ◎ 2 ○ ○ 3 ○
ぺらぺら ◎ ◎ 2 ○ 2 3 ○
ぼそぼそと ◎ 1
ほっと ◎ ◎ 2 ○ 2 4 ○
ぽつりと ◎ 1
ほどほどに ◎ 1
ほとんど ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 4 3 ○ ○
ほのぼのと ◎ 1 5 ○
ほぼ ◎ ◎ ◎ 3 ○ 2 4
ぼろぼろ ◎ 1 1 4
ぽんぽん ◎ ◎ 2 5
本来 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4
まあ ◎ ◎ 2 ○ 3 3 ○
まあまあ ◎ 1 ○ 3 ○
前もって ◎ ◎ ◎ 3 2 ○
まことに ◎ 1 ○ ○ 2 ○ ○
まさか ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4 ○
まさに ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4 ○
まず ◎ ◎ 2 ＊ ○ 4 3 ○ ○
まずは ◎ 1
ますます ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 4 ○ ○
また ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 5 3 ○ ○
または ◎ 1 ＊ ○ 3
まだまだ ◎ ◎ 2 3 ○
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間違いなく ◎ 1
まったく ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7 ＊ 4 3 ○ ○
間もなく ◎ 1 ○ ○ 3 ○
まるで ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 3 4 ○ ○
万一 ◎ 1 ○ ○ 3 4
万が一 ◎ 1 2 4
自ら ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4
妙に ◎ 1 ○ 1 5
むしろ ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 4
むずむず ◎ 1
夢中で ◎ 1 ＊ ○ 4
むっと ◎ 1 1
むやみに・と ◎ 1 ○ 1 5
無理に ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3 ○
無理やり ◎ ◎ 2 2 4
無論 ◎ 1 ○ ○ 2 5
銘々 ◎ 1 ○ ○ 1 5
めっきり ◎ 1 1
めったに ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ○ ○ 3 4 ○ ○
もうすぐ ◎ 1 4
黙々と ◎ 1 5
もしかしたら ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○
文字通り ◎ 1 1
もしも ◎ ◎ 2 ○ 3 3
もちろん ◎ ◎ ◎ 3 ＊ 5 3 ○ ○
目下 ◎ 1 ○ 1
最も ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ＊ ○ 3 4 ○
もっぱら ◎ 1 ○ ○ 1 5
もともと ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ○ 2 4 ○ ○
やがて ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 2 4 ○
やたらに ◎ ◎ 2 ○ 2 5
やっと ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 4 3 ○ ○
やっぱり／やはり ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 ○ ○ 4 4 ○ ○
やや ◎ ◎ ◎ 3 ○ ○ 2 4 ○
唯一 ◎ 1 ○ 1 4
ゆえに ◎ 1 ○ ○ 5
ゆっくり ◎ 1 ＊ ○ 5 3 ○ ○
ゆったり ◎ ◎ 2 2 4
夢にも ◎ 1 5
要するに ◎ ◎ 2 ○ ○ 2 5
要は ◎ 1 5
ようやく ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5 ＊ ○ 3 4
よく ◎ ◎ 2 ＊ ○ 5 2 ○ ○
よほど ◎ ◎ 2 ○ ○ 1 5
より ◎ ◎ 2 ○ 2 4
立派に ◎ ◎ 2 ＊ ○ 3
ろくに ◎ 1 ○ 1 5
わいわい ◎ 1 5
わくわく ◎ ◎ 2 3 4
わざと ◎ 1 ○ ○ 2 4 ○
わざわざ ◎ ◎ ◎ ◎ 4 ＊ ○ 2 5 ○ ○
わずか ◎ ◎ ◎ 3 ＊ ○ 2 4 ○
割合 ◎ 1 ＊ ○ 3 4 ○
割に ◎ ◎ 2 ○ 2 4 ○
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